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編集後記

　人間科学研究の第37巻第１号補遺号をお届けします。これまで冊子体と電子版で刊行されてきた本誌です
が、近年の学術雑誌の電子ジャーナル化の広がりとカーボンニュートラルを推進する本学のビジョンに沿っ
て、今号をもって冊子体の配布は終了することとなりました。一方、社会の大きな変化を前に人間科学が果
たすべき役割はこれまでにも増して重要になると考えます。今後、本誌の電子版は、新たにJ-STAGEにも
公開され、さらに多くの方にご覧いただけることを期待しています。人と研究成果をつなぐ媒体として今後
も本誌をご活用いただければ幸いです。

 2024年３月吉日
 （学術誌編集委員会委員長　巖淵　守）

表紙について

　縦書きと横書きを組み合わせた題字は、異分野・異文化が「学」を要として結びつき展開する人間科学を象徴し

ている。また、中央部に配置されたランダムドットからなる２つの正方形は、それぞれを両眼で観察すると一つの

立体が浮かび上がるステレオグラムになっており、人間科学における学の融合と新しい価値の創造を表する。ここ

で立体視されるのは、本誌の前身であり、1988年から2004年まで発行された人間総合研究センター機関誌『ヒュー

マンサイエンス』表紙を飾る、「踊る人」のモチーフである。『ヒューマンサイエンス』に記載された説明によれば、

「踊る人」は躍動する人間そのものであると同時に「人間によって記録された人間」であり、言わば「観察」と「記

録」という人間による科学的営みそのものを自己言及的に表現していると読み取ることができる。この「踊る人」を、

人間科学学術院のスクールカラーであるエメラルドグリーンを使用して裏表紙いっぱいに描き、「踊る人」に重なる

コンテンツ―各論考―の飛躍の願いを込めた。

 （三嶋　博之）

人間科学研究　　第 37巻　第１号　補遺号　2024年
発行日　2024年３月12日
発行人　三嶋　博之
発行所　早稲田大学人間科学学術院
　　　　埼玉県所沢市三ヶ島２－579－15

　　　　〒359-1192　電話 04-2947-6849

印刷所　社会福祉法人東京コロニー
　　　　コロニー東村山印刷所
　　　　東京都東村山市秋津町２－22－９
　　　　〒189-0001　電話 042-394-1113

Ⓒ　早稲田大学人間科学学術院

人間科学研究投稿規程

１.	論文等の著者は早稲田大学人間科学学術院教員（助手・非常勤講師等を含む）、人間総合研究センター招聘研究員、
同大学大学院人間科学研究科に在学中の学生（科目等履習生を含む）、同大学人間科学部に在学中の学生、および同
大学人間科学学術院学術誌編集委員会（以下「編集委員会」という。）が認めたものとする。但し、人間科学学術院
教員（助手・非常勤講師等を含む）との共同研究者は著者に加えることができる。

２.	早稲田大学大学院人間科学研究科学生（科目等履習生を含む）、同大学人間科学部学生が早稲田大学人間科学学術院
教員を共著者とせずに投稿する際は、同学術院教員の推薦書を併せて提出する。

３.	論文等の種類は以下のものとする。
①　「「原著論文」：理論的・実証的な研究成果で、新規性、独創性、有用性があるもの。
②　「研究ノート」：緊急性の高い研究報告、あるいは萌芽的発想に立つ研究。
③　「資料」：研究の基礎的材料や情報を提供する資料的価値のあるもの。
④　「総説」：最近の学術的知見やその成果を総合的に論述したもの。編集委員会が執筆依頼する場合もある。
⑤　「書評」：編集委員会が書籍ならびに評者を選定・依頼する。
⑥　「研究室だより」：各研究室の研究・教育内容を紹介し、最近の研究・教育業績等を報告する。毎号各学科の教

員に編集委員会が依頼する。
⑦　「特別寄稿」：編集委員会で執筆者を選定・依頼する。

４.	原著論文、研究ノート、資料、総説については、原稿提出期限は、編集委員会が定めた日とし、投稿された論文の
査読を行い、編集委員会の議を経て掲載する。その他の書評、研究室だより、特別寄稿等は査読を行わず、編集委
員会の議を経て掲載する。

５.	他誌に発表された論文等は掲載できない。
６.	原著論文、研究ノート、資料は、原則として、早稲田大学が定める研究倫理に関する規程に則ったものとする。特に、

早稲田大学の「人を対象とする研究に関する倫理規程」「生物実験安全管理規程」（「生物実験安全管理規程（遺伝子
組換え実験）施行細則」「生物実験安全管理規程（動物実験）施行細則」を含む。）「病原体等の管理に関する規程」
に定められた審査に該当する研究については、当該審査を受け、承認番号を論文記載するものとする。なお、他機
関で行った研究に関しても、上記の早稲田大学の研究倫理規程に相当する規程に沿ったものとする。

７.	使用言語は日本語または英語とする。
８.	原稿は、原著論文、研究ノート、資料、総説、書評等の別を明記し、人間科学研究投稿用テンプレートを用いてMS	

Wordファイル、およびPDFファイルを提出する。
９.	文字数について、原著論文、特別寄稿、研究ノートは、邦文は24,000字以内とし、英文は12,000語以内とする。総説は、

邦文は12,000字以内とし、英文は6,000語以内とする。書評並びに研究室だよりは、邦文は4,000字以内とし、英文
は2,000語以内とする。要旨・図表・写真・文献はこれらの文字数に含まれる。

10.	挿図原稿は、直接印刷できるようなものとする。図表には、それぞれ必ず通し番号とタイトルをつける。図表の挿
入箇所は、本文原稿に指示する。なお、他の著者から図表を転載する場合には、著者が著作権者から転載許諾を得
た上で、その旨論文に記載すること。

11.	原著論文、研究ノート、資料、総説については、人間科学研究投稿用テンプレートを用いて、題名、英文題名、著者名、
所属、250語以内の英文要旨（本文が英文の場合は600字以内の邦文要旨）、要旨の下にkey	 wordsを５つ以内列挙し、
それに引き続いて本文を記載することとする。英文については、本文、英文要旨とも投稿前に英文校閲を必ず受け
ること。

12.	博士論文要旨は、刷り上がり２ページとする。修士論文要旨は、刷り上がり１ページとする。シンポジウム要旨等は、
刷り上がり１ページとする。

13.	句読法、本文中の見出し、引用・参考文献については別に定める人間科学研究書式細則に従うものとする。
14.	校正は、著者が三校まで行うものとする。ただし、校正時には、原則として内容に関する訂正を認めない。
15.	別刷りは、希望者の自己負担とする。
16.	定年等の退職教員のプロフィール、博士論文要旨・修士論文要旨、人総研シンポジウム抄録等は補遺号に掲載する。
17.	本誌に掲載された著作権は原則として著者本人に帰属する。また、編集委員会は本誌掲載原稿の第一次刊行権を有し、

本誌版下は編集委員会に帰属する。著者による本誌掲載形態での再録・公開は禁止する。著者は本誌掲載原稿の単
行本への再録およびWeb上での公開ができる。再録・公開の際には、本誌掲載原稿である旨を明記する。

18.	17条の規定に拘わらず、著者は、著作権のうち、以下の各号について、その行使を、あらかじめ許諾によって、編
集委員会に委ねるものとする。
⑴　掲載論文等を国立情報学研究所の「研究紀要ポータルシステム」に登録および公開する権利
⑵　国立研究開発法人科学技術振興機構の運営する「J-STAGE」に登録および公開する権利
⑶　掲載論文等を「早稲田大学リポジトリ」に登録および公開する権利19．18条の規定に拘わらず、著者は、自ら

の著作物である掲載論文等について、編集委員会が前条⑴、⑵、⑶の権利を行使することに対し許諾を与えな
いことができる。その場合、著者は、当該論文等が掲載される本誌の刊行以前に、その旨を文書により、編集
委員会に申し出るものとする

19.	18条の規定に拘わらず、著者は、自らの著作物である掲載論文等について、編集委員会が前条⑴、⑵の権利を行使
することに対し許諾を与えないことができる。その場合、著者は、当該論文等が掲載される本誌の刊行以前に、そ
の旨を文書により、編集委員会に申し出るものとする。

20.	利益相反については、論文に明記するものとする。

附則　本規程は、2004年11月17日から施行する。
附則　本規程は、2010年１月27日から施行する。
附則　本規程は、2011年10月１日から施行する。
附則　本規程は、2012年１月１日から施行する。
附則　本規程は、2012年12月19日から施行する。
附則　本規程は、2015年12月16日から施行する。
附則　本規程は、2019年１月23日から施行する。
附則　本規程は、2019年11月13日から施行する。
附則　本規程は、2020年９月16日から施行する。
附則　本規程は、2021年５月26日から施行する。
附則　本規程は、2021年６月23日から施行する。
附則　本規程は、2022年１月26日から施行する。
附則　本規程は、2023年12月13日から施行する。
	 早稲田大学人間科学学術院
	 学術誌編集委員会
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早稲田大学の「人を対象とする研究に関する倫理規程」「生物実験安全管理規程」（「生物実験安全管理規程（遺伝子
組換え実験）施行細則」「生物実験安全管理規程（動物実験）施行細則」を含む。）「病原体等の管理に関する規程」
に定められた審査に該当する研究については、当該審査を受け、承認番号を論文記載するものとする。なお、他機
関で行った研究に関しても、上記の早稲田大学の研究倫理規程に相当する規程に沿ったものとする。

７.	使用言語は日本語または英語とする。
８.	原稿は、原著論文、研究ノート、資料、総説、書評等の別を明記し、人間科学研究投稿用テンプレートを用いてMS	

Wordファイル、およびPDFファイルを提出する。
９.	文字数について、原著論文、特別寄稿、研究ノートは、邦文は24,000字以内とし、英文は12,000語以内とする。総説は、

邦文は12,000字以内とし、英文は6,000語以内とする。書評並びに研究室だよりは、邦文は4,000字以内とし、英文
は2,000語以内とする。要旨・図表・写真・文献はこれらの文字数に含まれる。

10.	挿図原稿は、直接印刷できるようなものとする。図表には、それぞれ必ず通し番号とタイトルをつける。図表の挿
入箇所は、本文原稿に指示する。なお、他の著者から図表を転載する場合には、著者が著作権者から転載許諾を得
た上で、その旨論文に記載すること。

11.	原著論文、研究ノート、資料、総説については、人間科学研究投稿用テンプレートを用いて、題名、英文題名、著者名、
所属、250語以内の英文要旨（本文が英文の場合は600字以内の邦文要旨）、要旨の下にkey	 wordsを５つ以内列挙し、
それに引き続いて本文を記載することとする。英文については、本文、英文要旨とも投稿前に英文校閲を必ず受け
ること。

12.	博士論文要旨は、刷り上がり２ページとする。修士論文要旨は、刷り上がり１ページとする。シンポジウム要旨等は、
刷り上がり１ページとする。

13.	句読法、本文中の見出し、引用・参考文献については別に定める人間科学研究書式細則に従うものとする。
14.	校正は、著者が三校まで行うものとする。ただし、校正時には、原則として内容に関する訂正を認めない。
15.	別刷りは、希望者の自己負担とする。
16.	定年等の退職教員のプロフィール、博士論文要旨・修士論文要旨、人総研シンポジウム抄録等は補遺号に掲載する。
17.	本誌に掲載された著作権は原則として著者本人に帰属する。また、編集委員会は本誌掲載原稿の第一次刊行権を有し、

本誌版下は編集委員会に帰属する。著者による本誌掲載形態での再録・公開は禁止する。著者は本誌掲載原稿の単
行本への再録およびWeb上での公開ができる。再録・公開の際には、本誌掲載原稿である旨を明記する。

18.	17条の規定に拘わらず、著者は、著作権のうち、以下の各号について、その行使を、あらかじめ許諾によって、編
集委員会に委ねるものとする。
⑴　掲載論文等を国立情報学研究所の「研究紀要ポータルシステム」に登録および公開する権利
⑵　国立研究開発法人科学技術振興機構の運営する「J-STAGE」に登録および公開する権利
⑶　掲載論文等を「早稲田大学リポジトリ」に登録および公開する権利19．18条の規定に拘わらず、著者は、自ら

の著作物である掲載論文等について、編集委員会が前条⑴、⑵、⑶の権利を行使することに対し許諾を与えな
いことができる。その場合、著者は、当該論文等が掲載される本誌の刊行以前に、その旨を文書により、編集
委員会に申し出るものとする

19.	18条の規定に拘わらず、著者は、自らの著作物である掲載論文等について、編集委員会が前条⑴、⑵の権利を行使
することに対し許諾を与えないことができる。その場合、著者は、当該論文等が掲載される本誌の刊行以前に、そ
の旨を文書により、編集委員会に申し出るものとする。

20.	利益相反については、論文に明記するものとする。

附則　本規程は、2004年11月17日から施行する。
附則　本規程は、2010年１月27日から施行する。
附則　本規程は、2011年10月１日から施行する。
附則　本規程は、2012年１月１日から施行する。
附則　本規程は、2012年12月19日から施行する。
附則　本規程は、2015年12月16日から施行する。
附則　本規程は、2019年１月23日から施行する。
附則　本規程は、2019年11月13日から施行する。
附則　本規程は、2020年９月16日から施行する。
附則　本規程は、2021年５月26日から施行する。
附則　本規程は、2021年６月23日から施行する。
附則　本規程は、2022年１月26日から施行する。
附則　本規程は、2023年12月13日から施行する。
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